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ク
ト
」は
、女
性
・
少
女
が
日
々
の
暮
ら
し

を
営
む
市
区
の
実
態
を
つ
ま
び
ら
か
に

し
、
結
果
を
も
と
に「
女
性
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
」
を
め
ざ
す
も
の
だ
。自
治
体

施
策
へ
の
政
策
提
案
と
と
も
に
、広
域
行

政
を
担
う
東
京

都
の
施
策
に
反

映
し
て
い
き
た

い
と
協
議
の
場

を
設
定
（
1
月
27

日
）。
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
に
は
都
議
会

生
活
者
ネ
ッ
ト

の
山
内
れ
い
子

都
議
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
じ
つ
か
わ
圭

子
東
大
和
市
議

ら
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
、
都
政
担
当

政
策
委
員
で
国

支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
質
し
た

が
、
こ
れ
に
は
、
国
の
制
度
に
つ
い
て
の

言
及
の
み
で
積
極
性
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。

■
性
暴
力
対
策
は
都
教
委
と
の
連
携
で

　

担
当
部
署
か
ら
は
「
自
治
体
に
つ
い

て
は
都
と
し
て
も
調
査
を
し
て
お
り
結

果
は
似
て
い
る
。ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
の
な

い
自
治
体
で
も
当
事
者
か
ら
の
相
談
に

対
応
で
き
る
よ
う
支
援
計
画
に
反
映
し

た
い
」と
の
言
及
が
。生
活
者
ネ
ッ
ト
は
、

東
京
都
が
人
権
施
策
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
東
京

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｃ
東
京
）
の
取
り
組
み
を
評
価

し
て
お
り
、
拡
充
を
求
め
る
意
見
を
伝

え
た
。

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
や
性
暴
力
防
止
の

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
教

育
委
員
会
な
の
で
所
管
が
違
う
」
と
い

う
の
で
な
く
、
東
京
都
配
偶
者
暴
力
対

策
基
本
計
画
の
な
か
の
事
業
と
し
て
男

女
平
等
参
画
担
当
部
署
で
進
捗
状
況
の

管
理
や
施
策
化
を
進
め
て
ほ
し
い
と
要

望
。か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い
る
男
女

平
等
参
画
審
議
会
の
常
設
設
置
を
改
め

て
求
め
た
。

　福島原発事故から10 年が過ぎた。個人的ないまの想いを記せば、
あの大惨事を教訓に、事故後ただちに、原発の新規建設はもとより、
既存の原発の再稼働も認めない「脱原発」に向かって舵をきり、いま
ごろはその方向に向かって事が着々と進行している、そんな日本で
あってほしかった。しかし、現実は真逆。日本は老朽原発を再稼働さ
せる危険な道をふたたび選択した。
　対照的なのは、“ 原発推進派 ” のメルケル首相率いるドイツの選
択だった。福島事故発生からわずか 4日後に1980年以前の老朽原発
7機の運転を止め、２カ月半後の5月29日には、残りの10機の原発を
2022年12月31日までに順次閉止することを決定した。
　日本では、あのときはもはやこれまでと思われた古い原発の多く
が、このままだといずれ再稼働される可能性が高い。福島原発事故後
に制定された「新規制基準」に適合していることを原子力規制委員会
が承認し、原発立地自治体が同意し、内閣が「再稼働」の政治判断を下
せば、それらの原発はゾンビのごとくに蘇る。その最初の例は、第二
次安倍内閣の判断で2015年8月に再稼働した九州電力川内原発1号
機だった。以後、今日まで9基の原発が同政権下で再稼働した。
　これまでに再稼働された9基は、すべて関西以西の原発だったが、
今日再稼働の波は東日本へと向かいつつあり、つぎなる再稼働原発
とされているのが、新潟県にある東電柏崎刈羽原発6、7号機である。
東電といえば福島大事故を起こした張本人だが、その東電は7号機
を今年の6月に再稼働する予定だった。しかし、今年に入って連日メ
ディアが大きく報じているように、東電社員が柏崎原発の中央制御
室に他人のIDを使用して不正入室していたり安全対策工事が未完了
だったりといった失態があいついで発覚し、さらには最近テロ対策

の不備まで発覚して、新潟県はいま東電柏崎刈羽原発再稼働問題を
めぐって揺れに揺れている。
　とはいえ、県知事、柏崎市長、刈羽村長は基本的に再稼働に前向き
だから、予定していた6月再稼働は白紙になったものの、結局は遠か
らず再稼働される可能性が高い。凄絶な福島原発事故を経験しても
なお、日本はなぜ脱原発に向かわないのか。そして、こと柏崎刈羽原発
に関していえば、柏崎刈羽原発6、7号が再稼働されれば、生み出され
る電気はそのまま東電管内へと直送され、しかもその多くは東京で
消費される。東京はエネルギーをいわば「他産地消」している。そうい
う意味で、東京都民は柏崎刈羽原発再稼働問題にけっして無関心で
あってはならないと思うし、東京都民の「柏崎刈羽原発再稼働ノー」の
声は潜在的に柏崎刈羽原発再稼働を阻止するだけの力さえもってい
る。しかし、そのような声はようとして聞こえてこない。なぜだろうか。
　数年前、ドイツの「エコ研究所」から原子力問題の専門家に来ても
らって、ドイツがなぜ2022年脱原発に舵をきったかについて新潟市
で講演をしてもらったことがある。東京に戻る道中、なぜ日本では脱
原発が実現できないと思うかを尋ねた。「ドイツには早くから緑の
党があり、その思想が政治の世界に深く浸透していたことが大きい
と思う」。心に残る言葉だった。脱原発は、原発は安全か危険かという
議論からではなく、基本的にはエコロジカルな思想から生まれると

思っている。私が生活者ネットに期待してきた所以
でもある。

3
・
11
原
発
震
災
か
ら
日
本
は
、

そ
し
て
東
京
は
、何
を
学
ん
だ
か

分
寺
市
議
の
岩
永
や
す
代
も
出
席
。地

域
課
題
を
伝
え
る
と
と
も
に
都
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
疑
し
た
。

■
セ
ク
ハ
ラ
対
策
を
聞
く

　

都
の
担
当
者
か
ら
は
「
市
区
の
具
体

取
り
組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
都

は
施
策
を
率
先
し
て
い
く
立
場
で
あ

り
、
姿
勢
を
示
し
た
い
」と
の
感
想
を
得

た
。東
京
都
で
は
局
ご
と
に
セ
ク
ハ
ラ
防

止
指
針
を
も
ち
職
務
規
定
に
も
明
記
、

S
O
G
I
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
指
針
に
入

れ
て
い
る
。

　

調
査
か
ら
市
区
で
は
実
施
が
少
な

か
っ
た
職
員
向
け
セ
ク
ハ
ラ
実
態
調
査

も
都
は
行
っ
て
お
り
、こ
れ
を
市
区
町
村

に
も
広
げ
る
よ
う
求
め
た
。

■
Ｄ
Ｖ
対
策
を
問
う

　

相
談
や
支
援
に
関
わ
る
部
署
の
研
修

に
つ
い
て
は
、東
京
都
が
実
施
す
る
研
修

に
参
加
、
と
し
た
回
答
が
目
立
っ
た
。研

修
や
民
間
支
援
団
体
と
の
関
わ
り
は
、ウ

イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
東
京
の
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
の
説
明
が

あ
り
、事
業
の
充
実
を
強
く
要
望
し
た
。

　

保
護
施
設
運
営
や
相
談
支
援
を
担
っ

て
い
る
民
間
団
体
に
対
し
て
行
う
財
政

女
性
の
安
心
安
全
調
査
結
果

を
も
と
に

東
京
都
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

　
「
女
性
の
安
全
安
心
調
査
プ
ロ
ジ
ェ

国立駅前でフラワーデモ
に賛同する街頭アピール
をした、岩永やす代（後列
右から2 人目）と都議の
山内れい子（同 3 人目）、
2月11日

田中三彦
元原発設計技術者。科学ジャーナリスト、
元新潟県技術委員会委員、元国会事故
調委員。長野県茅野市在住

市
区
町
村
と
東
京
都
の
連
携
で
女
性
の
安
全
安
心
を

　
国
連
女
性
機
関
は
3
月
8
日
の
国
際
女
性
デ
ー
に
あ
た
り
、
そ
の
テ
ー
マ
を「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
女
性
た
ち
：
コ

ロ
ナ
禍
の
世
界
で
平
等
な
未
来
を
実
現
す
る
」
と
発
表
し
た
。第
65
回
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会
の
優
先
テ
ー
マ
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
女
性
・
少
女
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
達
成
の
た
め
の
公
的
・
社
会
生
活
領
域
に
お
け
る
完
全
か
つ
効
果
的
な
女
性
の
参
加
と

意
思
決
定
、同
一
賃
金
、無
償
の
ケ
ア
労
働
や
家
事
労
働
の
平
等
な
分
担
、女
性
・
少
女
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
、ニ
ー
ズ
に
即
し

た
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」と
も
一
致
す
る
も
の
だ
。折
し
も
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
は
、
一
昨
年
来「
女
性
の
安
全
安
心
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、都
内
49
市
区
を
対
象
に
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、

性
暴
力
の
3
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
結
果
を
昨
年
6
月
に
公
表
し
た
。こ
の
1
月
に
は
調
査
か
ら
見
え
る
市

区
の
状
況
に
即
し
た
東
京
都
の
施
策
展
開
を
求
め
関
係
所
管
へ
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
。議
会
質
問
へ
と
つ
な
げ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

東京・生活者ネットワーク
都政担当政策委員／
国分寺市議会議員

岩永やす代
●国際女性デー（1910 年～）は、参政権をもたない米国女性らが労働条件の平等を求めて1908 年 3 月8日に行ったデモに由来する。な
お、国連が定める国際ガールズ・デーは 10 月11日。この日は、LGBT 活動家（当時）によって制定された国際カミングアウトデーでもある。

地域ネット

八王子ネット
学校給食を有機無農薬食材にする作戦会議 in 
Zoom 交流会
4月11日（日）14：00 ～ 16：00　オンライン

（Zoom）　給食は、子どもの胃袋にダイレクト
に届き、体を作り、味覚を育てる大事なエネル
ギーであり、食育、生産、循環、環境を学ぶ大切
な教育です。環境、生産者の健康・経営、食の安
全を守るしくみについて、具体的に知恵を出し
合い、できることは何か。オーガニック給食実現
に向けた作戦会議となるよう、アイデアを共有
し た い。　 無 料　042-623-8802　hachiouji-
net@nifty.com

国分寺ネット
政策ワークショップ
4 月 13 日（火）10：00 ～ 12：00　コーディ
ネーター：小坂まさ代（政策担当）　問い合わ
せ・ 申 し 込 み　042-328-1864　kokubunji@
seikatsusha.net

江戸川ネット
伊藤ひとみと本西みつえのブレイクアウトルーム

（毎月第 3 木曜）
4月15日（木）20：00 ～ 21：00　Zoomを使っ
てのお話し会　03-5607-5975

八王子ネット
春の自然観察会　春の芽吹き～新緑の川口丘
陵を歩こう
4月25日（日）10：00 ～ 15：00　集合：萩園バ
ス停 10 時（4/25 美山行き、高尾駅北口発 9:18
発→ 9:45）　貴重な自然が残る宝の山を地元の
詳しい案内人と一緒に歩きませんか？　　参加
費無料　042-623-8802

練馬ネット
９条スタンディング（毎月9日）
5月9日（日）12：00 ～ 13：00　西武池袋線練
馬駅南口　主催：生活者ネット９条の会　03-
3993-4899

杉並ネット
使い終わった食用油の回収
使い終わった食用油を回収して精製すれば、
エコな燃料になります。受付：平日の 11：00 ～
17：00　回収ステーション：杉並・生活者ネット
ワーク事務所（杉並区阿佐谷南 1-15-6 和久井
ビル 2 階／南阿佐ヶ谷駅）　03-5377-5080
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後
遺
症
、
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
の
相
談

窓
口
を
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
回
復
し
た

後
も
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
、
日
常
を
取

り
戻
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
人
た
ち
が

数
多
く
い
る
。し
か
し
、後
遺
症
に
つ
い

て
相
談
す
る
窓
口
は
な
い
。こ
れ
か
ら

始
ま
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
、

副
反
応
が
接
種
直
後
に
出
て
く
る
と

は
限
ら
ず
、１
年
、２
年
と
経
た
後
に
発

症
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。早
急
に
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

都
は
、「
後
遺
症
に
つ
い
て
の
調
査

に
着
手
し
た
。結
果
を
踏
ま
え
後
遺
症

に
苦
し
む
人
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
つ
い
て
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
早
期
に
開
設

す
る
」
と
答
弁
。都
は
1
日
あ
た
り

6
万
8
0
0
0
件
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

可
能
だ
と
し
て
い
る
が
、
1
万
件
を
超

え
た
日
は
3
カ
月
間
で
21
日
し
か
な

い
。無
症
状
者
も
含
め
て
検
査
す
る
こ

と
は
、
変
異
株
の
拡
大
防
止
に
も
つ
な

が
る
。本
気
で
P
C
R
検
査
を
増
や
す

よ
う
求
め
た
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」への
ケ
ア
で

子
ど
も
を
守
れ

　

家
族
を
介
護
す
る
た
め
に
学
業
を

続
け
ら
れ
な
く
な
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
関
す
る
報
道
が
増
え
始
め
た
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
2
0
1
5

年
に
い
ち
早
く
こ
の
問
題
を
都
議
会

で
取
り
上
げ
、
実
態
調
査
を
求
め
て
き

た
。江
戸
川
区
で
は
、
市
民
が
中
心
と

な
り
「
ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
た
ち
・
若

者
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
の
調
査
」
を

行
い
、昨
年
、報
告
書
を
ま
と
め
た
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
都
の

取
り
組
み
を
聞
い
た
。都
は
「
今
年
度
、

国
が
行
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
調

査
に
つ
い
て
都
内
の
回
答
を
独
自
に
集

計
し
、
さ
ら
に
詳
細
な
実
態
を
調
査
す

る
た
め
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

や
学
校
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
３
月
か

ら
開
始
。こ
の
結
果
を
庁
内
各
局
で
構

成
す
る
会
議
等
で
共
有
し
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
を
検
討
し
て

い
く
」
と
答
弁
。学
校
や
地
域
福
祉
と

連
携
し
、
子
ど
も
を
し
っ
か
り
支
援
す

る
よ
う
求
め
た
。

国
際
基
準
の
包
括
的
性
教
育
を
！

　

2
0
0
3
年
の
都
立
七
生
養
護
学

校
の
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
学
習
」
や
、

2
0
1
8
年
に
足
立
区
立
中
学
校
が

行
っ
た
性
教
育
に
対
し
足
立
区
教
育

委
員
会
を
指
導
し
た
東
京
都
教
育
委

員
会
の
介
入
は
、
性
教
育
の
現
場
を
萎

縮
さ
せ
、
極
め
て
遺
憾
だ
。日
本
は
性

教
育
後
進
国
だ
と
世
界
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
。子
ど
も
、若
者
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
誤
っ
た
情
報
や
性
差
別

的
・
暴
力
的
な
性
描
写
、
デ
ー
ト
D
V

前
提
の
恋
愛
モ
デ
ル
な
ど
に
影
響
さ

れ
、
性
に
つ
い
て
学
ぶ
権
利
が
侵
害
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
質
し
た
。都
教
育
委

員
会
は
、
2
0
1
9
年
3
月
に
性
教

育
の
手
引
を
改
訂
し
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
と
答
弁
し
た

が
、人
権
尊
重
、性
的
指
向
・
性
自
認
を

含
め
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、多
様
性
、健

康
な
ど
自
己
決
定
能
力
を
培
う
幼
児

か
ら
発
達
段
階
に
応
じ
た
国
際
基
準

の
包
括
的
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
が

世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。教
育
委

員
会
は
、
国
際
標
準
の
性
教
育
に
改
め

る
べ
き
だ
。

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
後
と

も
生
活
者
の

視
点
、
女
性

の
視
点
、
子

ど
も
の
視
点

で
都
政
を
質

し
て
い
く
。

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

20
年
。こ
の
間
、
給
付
の
抑
制
と
負
担

の
引
き
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま

し
た
。加
え
て
介
護
を
担
う
人
材
不

足
は
深
刻
で
、
解
決
す
べ
き
最
優
先

課
題
で
あ
り
な
が
ら
労
働
環
境
や
報

酬
ア
ッ
プ
な
ど
は
一
向
に
改
善
さ
れ

ず
担
い
手
不
足
も
深
刻
で
す
。

高
齢
期
を
豊
か
に
暮
ら
す

介
護
の
社
会
化
を
後
退
さ
せ
な

い
た
め
に

　
「
介
護
の
崩
壊
を
さ
せ
な
い
実
行

委
員
会
」で
は
、
制
度
の
課
題
や
不
備

を
指
摘
し
、利
用
者
・
介
護
従
事
者
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
制
度
と
な
る
よ
う

要
望
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
別
な

状
況
の
中
、
ケ
ア
に
あ
た
る
介
護
従

事
者
へ
の
支
援
は
優
先
順
位
が
低

く
、
当
初
は
P
C
R
検
査
や
マ
ス
ク

な
ど
の
備
品
も
十
分
で
は
な
い
状
況

が
続
き
ま
し
た
。私
た
ち
は
、
東
京
都

や
国
に
要
望
書
を
提
出
。さ
ら
に
緊

急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る
介
護
従
事

者
や
事
業
所
の
状
況
調
査
を
行
い
、

ケ
ア
を
す
る
上
で
何
が
必
要
だ
っ
た

か
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
ケ
ア
に

従
事
し
て
い
た
か
な
ど
、
課
題
を
掘

り
起
こ
し
表
面
化
さ
せ
ま
し
た
。こ

う
し
た
活
動
を
こ
の
た
び
調
査
報
告

書
に
ま
と
め
、
今
後
の
政
策
提
案
に

活
か
せ
る
よ
う『
こ
れ
で
い
い
の
か
介

護
保
険
制
度
』
と
し
て
発
行
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
４
月
が
介
護
報
酬
改
定
の

時
期
で
す
が
、
昨
年
末
に
公
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
た
改
定
案
は
わ
ず
か
１
％
に
も

満
た
な
い
引
き
上

げ
で
、
こ
れ
で
は

人
材
不
足
の
解
消

に
は
い
た
り
ま
せ

ん
。介
護
を
必
要

と
す
る
人
が
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

現
状
を
訴
え
改
善
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
は
コ
ロ
ナ
禍
に
関
連
づ
け
て
通

所
利
用
者
に
自
己
負
担
を
求
め
る
特

例
措
置
や
、
総
合
事
業
の
対
象
を
要

介
護
認
定
者（
１
～
５
）に
ま
で
拡
大

す
る
省
令
改
正
な
ど
と
、
次
々
に
新

た
な
し
く
み
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

「
自
助
」
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
無
理
が

あ
り
、「
公
助
」「
共
助
」
を
基
盤
に

置
く
政
策
を
こ
そ
促
進
す
べ
き
で

す
。未
だ
終
息
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
、　

保
健

所
機
能
の
充
実
、
保
健
師
の
拡
充
な

ど
都
と
区
市
を
つ
な
ぎ
解
決
す
べ
き

こ
と
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
の
都
議
選
の
争
点
と
も
な
る

コ
ロ
ナ
対
策
で
す
が
、
都
政
担
当
政

策
委
員
の
関
口
江
利
子
は
、
ケ
ア
従

事
者
と
し
て
の
自
ら
の
経
験
を
踏
ま

え
つ
つ
、
こ
の
調
査
報
告
書
を
活
用

し
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
対
策

を
東
京
都
に
求
め
て
い
き
ま
す
。介

護
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。ご
意
見
を
、
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

世
田
谷
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

／
元
区
議
会
議
員
　
山
木
き
ょ
う
子

2021年都議会第 1回定例会から
東京都こども基本条例成立
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

　

国
も
都
政
も
コ
ロ
ナ
対
策
一
色
と
な

る
な
か
、
2
0
2
1
年
都
議
会
第
1
回

定
例
会
が
始
ま
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

都
の
補
正
予
算
は
21
回
、
2
兆

9
5
4
0
億
円
に
上
る
。感
染
対
策
へ

の
施
策
は
重
要
だ
が
、
矢
継
ぎ
早
に
場

当
た
り
的
な
措
置
が
続
き
、
現
場
は
混

乱
し
、
必
要
と
す
る
人
に
支
援
や
情
報

が
届
い
て
い
な
い
。コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、

非
正
規
労
働
者
の
失
業
や
D
V
の
増

加
、
若
者
の
自
死
な
ど
社
会
的
に
弱
い

立
場
の
人
に
し
わ
寄
せ
が
集
ま
る
。相

談
窓
口
の
強
化
、住
宅
の
確
保
、就
労
支

援
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
対

策
こ
そ
手
厚
く
実
施
す
べ
き
だ
。オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催

で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

子
ど
も
の
「
い
ま
」
を
大
切
に

参
加
・
意
見
表
明
の
実
現
に
向
け
て

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
東
京
都
に

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
を
求
め
て
20

年
余
。よ
う
や
く
今
議
会
で「
こ
ど
も
基

本
条
例
」が
成
立
し
た（
次
号
：
詳
報
）。

一
般
質
問
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護

専
門
相
談
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍
で
S
N
S

の
相
談
が
増
え
確
実
に
成
果
を
上
げ
て

「
こ
れ
で
い
い
の
か
介
護
保
険
制
度
」

介
護
の
崩
壊
を
さ
せ
な
い
実
行
委
員
会

調
査
結
果
を
施
策
に
活
か
す
！

編集後記／東日本大震災、福島原発事故から10 年の 3月11日を中心に、多くのイベントが、さまざまな市民団体によって取り組まれた。東
電本店合同抗議には、600 人を超える市民が集まり、鎌田慧さん、落合恵子さんや福島からの避難者など多くの人が発言に立った。／日本原
子力発電の東海第二原発（茨城県東海村）の運転差し止めを求めた訴訟で、3月18日、水戸地裁は、原電に差し止めを命じる判決を出した。
本紙に寄稿いただいたことがある（2018 年 8月号）、原告団代表の大石光伸さんの「福島の皆さんの思いに報いる判決だと思う」というコメ
ントが新聞紙面に紹介されていた。原電は控訴する意向、一方、原告側も「避難計画以外の争点で主張が認められなかったことは遺憾」と控
訴する構えで、至極当然、次なる闘いに踏み出すことになる。引き続き、東京に暮らすわたくしの問題として声をあげていく。（上坂）

世
田
谷
区
社
会
福
祉
事
業
団
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
で
高
齢
者
や
障
が
い（
児
）者
の
ケ
ア

を
実
践
し
て
き
た
経
験
を
施
策
に
生
か
し
た
い
、と
語
る
関
口
江
利
子 

小金井市議選
小金井ネット・新人 安田けいこ当選

　

3
月
21
日
に
行
わ
れ
た
小
金
井
市
議
会
議
員
選
挙
で
、小
金

井
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
人
、安
田
け
い
こ
が
、5
位
で

当
選
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
議
選
は
、
い
つ
に
も
増
し
て
の
激
戦
で
し
た
。24

人
の
枠
に
36
人
、
し
か
も
新
人
12
人
。電
話
も
つ
な
が
り
に
く

い
中
で
、
現
職
の
田
頭
ゆ
う
子
か
ら
交
代
す
る
新
人
の
安
田
け

い
こ
を
ど
う
や
っ
て
知
っ
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
し
た
。ネ
ッ

ト
メ
ン
バ
ー
が
候
補
者
と
と
も
に
、
地
域
の
人
た
ち
に
政
策
を

訴
え
た
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
政
策
実
現
に
向
け

て
、市
民
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
金
井
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
　
小
山
美
香

お
り
、こ
の
事
業

の
重
要
性
を
確

認
す
る
と
と
も

に
、知
事
出
席
の

も
と「
こ
ど
も
未

来
会
議
」の
議
論

を
軸
に
知
事
の

子
ど
も
政
策
に

つ
い
て
質
問
し

た
。今
後
子
ど
も

の
権
利
条
約
に

基
づ
い
て
、権
利

救
済
と
と
も
に
、

子
ど
も
自
身
の

参
加
と
意
見
表

明
が
重
要
で
あ

る
。そ
れ
を
い
か

に
実
現
し
て
い

く
か
を
、ネ
ッ
ト

は
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
く
。

小金井市議会議員選挙
2021年 3月21日投票

安田桂子 新 1819 票 5 位 当選
定数 24　立候補者 36　投票率 40.18％

都
議
会
第
1
回
定
例
会
で
一
般
質
問
に
立
つ
山
内
れ
い

子
、2
月
26
日

『介護の崩壊をさせない実行委員会 
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